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公立鳥取環境大学報



　2018年4月に本学の理事長兼学長を拝命して間もなく6年が経
過しようとしています。この間、大過なく運営できたのは、本学の設置
者である鳥取県と鳥取市、そして学生や教職員はもとより、卒業生
や地域の方々のご支援のお蔭です。ほんとうにありがたかったと思
います。
　本学はこれまで、持続可能な社会とはどういうものか、それを実現
するためには何が必要かを追い求め、教育研究をしてきました。こ
の姿勢は国連の持続可能な開発目標、すなわちSDGsの趣旨に合
致することから、2018年10月、本学は「SDGs取り組み宣言」をしまし
た。SDGsという共通の目標を通して、社会と対話できるようになった
のは誠に幸いでした。現在、鳥取県内の事業者の方 と々の連携事
業を通して、本学教員と学生がリアルな地域課題に取り組んでいる
ところです。
　2020年から始まった新型コロナ感染症パンデミックによって本学
もダメージを受けました。しかし、教職員と学生の忍耐と創意工夫に
よって、これを乗り越えることができました。この間、多くの方々から心
温まるご支援をいただけたことが私たちの大きな心の支えになりまし
た。感謝に耐えません。
　そのような中で、2021年に創立20周年記念式典を挙行させてい
ただきましたが、多くの方々にご列席いただき、神戸大学経営学部
の國部克彦先生に素晴らしい記念講演をしていただきました。また、

創立20周年記念事業を通して、多くの皆さんからのご支援のありが
たさを実感しました。
　同年、本学は副専攻制度を開始しました。それぞれの主専攻に
加えて、副専攻として経営あるいは環境をさらにしっかり学べるよう
にしたほか、AI・数埋・データサイエンスや、英語実践、地域実践の
副専攻も設けました。この制度は、かねてから実践してきた横断的
な教育をさらに発展させたもので、今後も本学が人々から「選ばれる
大学」であり続けるのに大きく寄与してくれるものと思います。
　昨年4月には、本学は鳥取市をはじめとする4者の共同提案により、
環境省の脱炭素先行地域に選定されました。本学が立地する若葉
台地区と、佐治町で活動を展開し、2030年には電力由来の炭酸ガス
排出量ゼロを目指しております。これを機に本学は、昨年8月、国連の
脱炭素キャンペーン「Race to Zero」に参加することになりました。わ
が国の大学では3番目、公立大学では最初の例です。
　本学は2001年の創立以来、現場に出て、自ら課題を見つけ、自らそ
の解決法を提案できる力の育成に重きを置いてきました。現場とはすな
わち地域のことで、地域の方々のお陰で、ここまでやってくることができ
ました。今年の4月からは、小林朋道先生が私の後任の理事長兼学長
に就任されます。小林先生は、鳥取県そして鳥取市の皆さまのお力添
えをいただきながら、地域に根ざした教育研究を通して、本学をさらに
魅力的な大学にしてくださるものと期待しております。

小林 朋道
理学博士（京都大学）
専門分野：動物行動学、進化心理学

現 職 名：公立鳥取環境大学 副学長、学生支援センター長

こばやし ともみち

次期理事長兼学長 予定者

次期理事長兼学長の任期

2024年4月1日から2028年3月31日まで（4年間）

次期理事長兼学長予定者のお知らせ

退職者紹介

矢野 順治
副学長

Begole Bettina
（べゴール・ベッティーナ）

人間形成教育センター
教授

2024年3月を以て、次の2名が退職いたします。

京都大学農学部卒。同大学院 農学研究科農芸
化学専攻博士課程修了。京都大学化学研究所助
手、米国マサチューセッツ工科大学客員研究員、
京都大学化学研究所教授・同所長、京都大学理
事・副学長（京都大学名誉教授）、放送大学京都
学習センター所長、特任教授を歴任。2018年4月
に公立鳥取環境大学理事長兼学長に就任。

略歴

本学での略歴

2009年  4月
2016年10月
2017年  2月
2022年  4月

環境情報学部准教授
環境学部教授
副学長
環境学部長、大学院環境経営研究科副研究科長・
同環境学専攻長

本学での略歴
2015年4月
2018年4月

2021年4月

経営学部教授
経営学部長、大学院環境経営研究科
副研究科長・同経営学専攻長
副学長、アドミッションセンター長

本学での略歴
2002年4月-2006年3月
2009年9月
2019年4月

人間形成教育センター准教授
同教授

英語特任講師

　私が本学に着任したのは、2009年4月、公設民
営の私立大学「鳥取環境大学」環境情報学部、
建築・環境デザイン学科でした。2012年4月より公
立化し、大学名も「公立鳥取環境大学」、環境学
部環境学科の一員となり、着任後15年の月日が経
ちました。 
　私の専門は建築・インテリアの設計で、着任前
は広島県のいくつかの大学で実務家教員として
非常勤講師を長く勤め、本学で初めて専任の教
員となりました。大学としては規模が小さいこと、ま

環境学部 学部長 遠藤 由美子

た、人口規模も小さな地域であることで、着任当初
より私の教員生活は何より豊かな経験に満ちてい
たのではないかと思っています。県外より入学して
くる学生にとっても、県内出身の学生との学びや、
鳥取県内を中心とする地域でのフィールド学修の
経験が、私と同様にここでしか得られないような豊
かで温かい経験をもたらされていると思います。 
　環境学部に属してからは建築やインテリアに関
しても、より環境的であることを意識した教育・活動
に努め、今日に至っています。当時、既に建築の専
門分野においても地球環境にもたらす影響の大き
さが言われ始め、環境共生建築の重要性につい
ての声は徐々に大きくなっていきました。2018年、本
学がSDGｓ取り組み宣言をしたときに社会はこの言
葉に押されるように活動を始動し始めましたが、本
学は既に開学当初よりサステイナブルというキー
ワードのもとに社会に貢献できる人材の育成を目指
していました。
　現在は更に地球環境への危機意識は高まり緊
急性も増し、国をあげて「脱炭素」の推進姿勢を強
化してきています。本学には、これまでの経験と実

績の積み上げがあり、これに取り組む準備は十分
にできていた中、2023年、鳥取市が脱炭素先行地
域に選定され大学も参画しています。周辺地域の
脱炭素を目的とする研究や活動、また、大学施設
の整備も大きく動き始めました。本学の使命である
「環境と経営を学び社会に貢献できる人材の育
成」について、更に社会からの要請度は増し、この
取り組みが大学の存在意義を高める機会になると
思います。今後数年間にわたる計画の実施は、教
職員にも学生にも身近で具体的な体験をもたらし、
更に大学は大きく前進することが想像できます。 
　私の退職後にも「心豊かな時代」の記憶を作っ
て頂いた関係の皆さまの益々のご活躍と、公立鳥
取環境大学の発展をお祈り申し上げ、退職のご挨
拶といたします。
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第20回環大コンペが開催されました

脱炭素への取り組み

　2023年10月6日（金）に東京で開
催された気候変動アクション日本サ
ミット2023（JCAS2023）に、本学の
江﨑信芳学長がパネリストとして参加
し、大学の取組を紹介しました。

本学サイト

　2023年12月18日（月）～22日（金）に本学でTUES Sustainability Weekを開催し、
多くの学生、教職員が参加しました。
　TUES Sustainability Weekは、脱炭素を起点に地域・大学の持続可能性・環境に

ついて考え、学生・教職員の参画を得て実施したイベントで
す。本学教職員、行政等の方々によるトーク、パネル展示、古
着古本市など様々な取組が行われました。

詳細はこちら

本学サイト 気候変動イニシアティブ
の公式サイト

詳細はこちら

　環大コンペは「公立鳥取環境大学を支援する会」主
催のイベントで、大学生活の向上と地域社会に貢献する
企画を学内から募集し、優秀企画（団体）を表彰する伝
統ある学内コンペです。これまでの歴史の中では、卒業
後、鳥取県で事業を起こし、活躍する参加者もいます。
　今回は環境部門と社会部門から合計８団体の応募
があり、外来哺乳類調査の新たなアプローチ、地域と学生サークルが接続できる場所づくり、地域の伝統行
事の継承などについて、環境大生らしい様々な視点から地域課題の解決を提案していました。

　公立鳥取環境大学は、気候変動の緩和を目的に、パリ協定が求める水準と整合したCO2削
減目標を掲げ、教職員、学生が協働して、脱炭素の実現に向けて取組を進めています。
　脱炭素社会の実現に重要な役割を果たすユース世代を育成するため、鳥取県は県内大学
生等をCOP28（ドバイ）へ派遣しました。今回は、本学から参加した学生2名、教員1名のコメン
トを紹介します！

▲ 現地ドバイにて（左から甲田准教授、三谷さん、横山さん）

▲ TUES Sustainability Weekでの参加報告の様子

三谷 菜摘さん環境学部3年　

　COP28のポイントは、初めて行われたグローバルストックテイク
の報告です。パリ協定で採択された目標に向けて、世界全体の進
捗状況を5年ごとに評価する仕組みがグローバルストックテイクと
されています。成果文書には、再生可能エネルギーの容量を3倍に
し、エネルギー効率を2倍にする目標が設定されました。また、この
10年で脱化石燃料化を加速させる方向性がはっきりと示され、石

油・ガスを含むすべての化石燃料の転換に向けた取り組みが締約国で初めて一致した会議と
なりました。
　日本は、現在稼働している石炭火力発電の廃止年限をG7の中で唯一はっきりと明言してい
ません。この点において、世界が脱炭素化に確実な歩みを進める中で、日本が後ろ向きの姿勢
を見せているようです。ジャパンパビリオンでは、「日本は環境問題に対する当事者意識が低
い。テクノロジーやお金がすべてを解決してくれるという考えから、今だけ、自分だけという風潮
が強まっている。人口最小である鳥取の地から、高齢社会の日本でマイノリティな若者の中で、
さらに環境問題に興味を持つマイノリティな私たちが先陣を切って行動し、価値観や意識を変
えていこう！」と発信してきました。

横山 椋大さん環境学部4年　

　海外の若者との交流で印象に残ったことをいくつか紹介します。ケニ
アでは、マラリアの発生範囲が広がるなど、気候変動が引き起こす健康
被害についての話を聞きました。ナイジェリアでは、干ばつや洪水による
気候難民が発生していること、中国では、様々な教科で環境教育が行わ
れているため、市民にとって気候変動と現実のつながりを理解しにくいと
いうことも知りました。また、Youthのパビリオンでは、ザンビアの女性が

「Youth is resource.」と語り、若者が社会を変える大きな力を持っているため、若者たちの声を政府に
届けるプラットフォームを作る必要性を話していました。
　世界の国 の々文化、伝統、経済状況、気候変動への影響が全く違う中で、世界的な合意形成は難し
いと感じました。日本では、気候変動により農作物の適地が北上し、蚊を媒介した感染症リスクが増大
する可能性、また、「四季」から「二季」へ変わる可能性、そして、自然と調和することを尊んだ和食文化
への影響など、日本のアイデンティティの喪失にも繋がりかねないと感じました。
　我々ができることは、気候変動に一緒にアクションしていく仲間を集めることです。また、各個人
が気候変動への課題意識を持ち、積極的に公共交通機関を利用するなど、日常の習慣を変えるこ
とが重要だと思います。 ▲ 現地での様子（鳥取県提供写真）

甲田 紫乃 准教授環境学部　

　鳥取県は、「トットリボーン！」を合言葉にして、脱炭素社会の実現に向けてユ
ニークな普及啓発事業を展開しています。「トットリボーン！」は、2050年までの
脱炭素社会の実現に向けた理念と柱をまとめた「とっとりエコライフ構想」の愛
称です。一見すると単なるシンボルマークですが、この取り組みは、「トットリボー
ン！」の名のもとに展開される一連の啓発事業を通じて、関わる人と持続可能
でより豊かな社会づくりの実現に向けた精神性を共有できる点が特徴です。

そして、取り組みの連続をブランド化し、発信力を高め、より多くの人を巻き込むことを狙っています。
　私は、「トットリボーン！」の言葉が生まれる以前から、県等の依頼により県の脱炭素施策を検討する場に関わってきましたが、2023年度は「トットリボー
ン！」の目玉事業であるCOP28への県内学生派遣事業では事業のアドバイザーとして関わりました。本事業では、県内の高等教育機関に在籍する学生の中か
ら公募による審査を経て、本学学生2名を含む計3名が選抜されました。本事業は、ジャパンパビリオンでの派遣学生による発表や世界中のユースたちとの交
流、そしてこれらで得た学びを鳥取県に還元し、持続可能な社会に向けた県民の気運の構築などを主目的に据えたものです。
　私はこの秋、県の依頼により、「トットリボーン！」のアドバイザーとして、COP28に同行しました。派遣学生たちが発表内容を練り上げていく過程で、理念や
価値観など漠然としたものに偏っていた内容に、彼ら自身の実際の行動が付加されていった点は特筆に値します。この点で、本事業は、行政とアカデミアが協
同して実施した持続可能な社会に向けてのプラグマティズム的な画期的な取り組みであると言えるでしょう。

▲ 現地での様子（鳥取県提供写真）

▲ イベント案内チラシ▲ 会場の様子

▲ オンラインセッション

▲ ゲストスピーカーに
　平井鳥取県知事も登場

▲ 英語ゴミ拾いイベント

▲ 参加者及び審査員

▲ サークル展覧会 発表風景▲ 笈川＆近藤 表彰風景

「道路維持記録を用いた鳥取県に
おける外来哺乳類の分布について」

【 最優秀賞 】笈川＆近藤

「鳥取市中心市街地における
学生でもできる地域猫活動」

【 第2位  】Fluffy　

「学生の介入による地域活性化」
【 第3位  】なべ部

「故障した自転車を復活させる！」
【 第4位  】大学生の修理人

環境部門

「サークル展覧会」
【 最優秀賞 】交通研究同好会

「うぐいつきの魅力発信、伝統文化の継承」
【 第2位  】うぐいつき広め隊

「続・こちら公立鳥取環境大学生涯探求局です！
～環大探求革命の実践～」

【 第3位  】藤原洋希

「鳥取・麒麟の地　サスティナビリティツアー
～学生による地域イノベーション創出の第一歩～」

【 第4位  】藤原洋希

社会部門

「鳥取市中心市街地における
学生でもできる地域猫活動」

【 環境部門 】Fluffy

「うぐいつきの魅力発信、
伝統文化の継承」

【 社会部門 】うぐいつき広め隊

ルーキー賞

ルーキー賞は、1年生のみで構成された
団体の企画のうち、各部門での最優秀
企画に送られる賞です。
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